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本
市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
に
お
い
て

は
、
人
口
の
減
少
や
地
価
評
価
額
の

下
落
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
の
根
幹
を

な
す
市
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
一
方
で
、

歳
出
面
で
は
、
扶
助
費
の
増
大
や
公
債
費
の
高

止
ま
り
に
加
え
、
防
災
拠
点
と
な
る
主
要
な
公

共
施
設
の
耐
震
化
と
い
っ
た
緊
急
性
の
高
い
施

策
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
依
然

と
し
て
楽
観
視
で
き
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
本
市
で
は
、「
鳴
門
市

ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」に
基
づ
き
、

歳
入
の
確
保
や
歳
出
削
減
に
努
め
、
よ
り
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
財
政
運
営
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
計
画
目
標
額
を
上
回
る
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
将
来
都
市
像
を
実
現
す
る

た
め
に
は
行
政
内
部
の
改
革
だ
け
で
は
な
く
、 

本
市
経
済
の
活
性
化
を
両
輪
と
捉
え
、
定
住
人

口
の
確
保
や
交
流
人
口
の
増
加
、
雇
用
の
確
保
、

産
業
の
振
興
な
ど
、
地
域
活
性
化
施
策
の
推
進
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、「
鳴
門
市
総
合
戦
略
」を

も
と
に
各
種
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
平
成
30
年
度
は
、「『
第
九
』ア
ジ
ア
初

演
１
０
０
周
年
」と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
あ

り
、
こ
の
記
念
事
業
の
成
功
に
全
力
を
尽
く
す
と

と
も
に
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
更
な
る
市
政
発

展
に
資
す
る
事
業
に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
投
資

を
行
う
な
ど
、「
だ
れ
も
が
住
み
続
け
た
い
、
訪
れ

た
い
と
思
え
る
、
だ
れ
も
が
笑
顔
に
な
る
鳴
門
づ

く
り
」に
取
り
組
む
、
未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り
を 

着
実
に
推
進
す
る
た
め
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

未
来
志
向
の
予
算
編
成

３月に開かれた市議会第１回定例会で、平成30年度当初予算が決まりました。ここでは、
予算の概要のほか、重点的に取り組む事業を、それぞれのテーマごとに分けて紹介します。

 問 市役所財政課 ☎088・684・1221

だれもが住み続けたい
訪れたいと思える

だれもが笑顔になる鳴門づくり

平成30年度当初予算成立特集

241億7,000万円（前年度比 12億2,000万円増）

平成30年度  一般会計当初予算



5 平成30年４月号

歳入

歳入総額
241億
7,000万円

歳出総額
241億
7,000万円

市税
72億2,100万円

（29.9%）

人件費
44億1,802万2千円

（18.3％）

災害復旧事業 1億円 （0.4％）

扶助費
59億5,289万5千円

（24.6％）

公債費
30億3,123万9千円

（12.6％）

物件費
35億3,363万6千円

（14.6％）

維持補修費
3億7,710万3千円 （1.6％）

繰出金
30億5,049万円

（12.6％）

普通建設事業
25億6,997万8千円

（10.6％）

地方交付税
40億7,000万円

（16.8％）

地方交付税
40億7,000万円

（16.8％）

国庫支出金
37億7,996万4千円

（15.7％）

国庫支出金
37億7,996万4千円

（15.7％）

県支出金
19億8,405万5千円

（8.2％）

県支出金
19億8,405万5千円

（8.2％）

市債
27億530万円
（11.2％）

市債
27億530万円
（11.2％）

その他依存財源
12億6,700万円

（5.2％）

その他依存財源
12億6,700万円

（5.2％）

分担金・負担金
2億791万7千円

（0.9％）
使用料・手数料
3億2,448万円

（1.3％）
繰入金
10億7,163万2千円

（4.4％）諸収入
9億3,205万5千円

（3.9％）

その他自主財源
3億8,459万7千円

（1.6％）

地方譲与税
2億2,200万円

 （0.9％）

自
主
財
源

依
存
財
源

42.0%

義
務
的
経
費

そ
の
他
経
費

投
資
的

経
費
投
資
的

経
費

55.5%33.5%

11.0%11.0%

58.0%

補助費等
9億6,463万7千円

（4.0％）

予備費 2,000万円 （0.1％）

積立金 1億5,200万円 
（0.6％）

歳出

　
市
税
は
、
固
定
資
産
税
の
減

な
ど
に
よ
り
、
72
億
２
１
０
０

万
円（
前
年
度
比
０･
４
％
減
）

を
計
上
し
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
、
国
が
定
め

た
地
方
財
政
計
画
を
基
本
と
し

た
見
込
み
額
、
40
億
７
千
万
円

（
前
年
度
比
０
・
２
％
増
）を
計
上

し
ま
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
第
一
中
学

校
校
舎
改
築
工
事
に
伴
う
校
舎

建
設
事
業
補
助
金
の
増
な
ど
に

よ
り
、
37
億
７
９
９
６
万
４
千
円

（
前
年
度
比
３
・
８
％
増
）を
計
上

し
ま
し
た
。

　
県
支
出
金
は
、
耐
震
改
修
等
事

業
費
補
助
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、

19
億
８
４
０
５
万
５
千
円（
前
年
度

比
10･

１
％
増
）を
計
上
し
ま
し
た
。

　
市
債
は
、
第
一
中
学
校
校
舎

改
築
工
事
に
伴
う
教
育
債
の
増

な
ど
に
よ
り
、
27
億
５
３
０
万

円（
前
年
度
比
23･

４
％
増
）を
計

上
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
地
方
消
費
税
の
引
き
上

げ
に
係
る
地
方
消
費
税
交
付
金
の

増
分（
社
会
保
障
財
源
化
分
）は
、

扶
助
費
な
ど
に
充
当
し
て
い
ま
す
。

※�

詳
細
は
市
公
式
ウェブ
サ
イ
ト
の

「
市
政
の
情
報
・
市
の
財
政
・

予
算
につ
い
て
」に
掲
載
。

　
特
別
会
計
は
、
保
険
料
な
ど
特
定

の
収
入
で
事
業
を
行
う
会
計
で
、
企

業
会
計
は
事
業
収
入
に
よ
り
運
営
す

る
会
計
で
す
。

※�

千
円
以
下
切
り
捨
て
。（�

）内
は
前

年
度
比
。

特
別
会
計（
歳
入
・
歳
出
）

◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　
75
億
７
４
８
４
万
円（
20
・
６
％
減
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療

　
８
億
６
２
８
７
万
円（
２・
０
％
増
）

◆
介
護
保
険
事
業

　
64
億
１
６
６
７
万
円（
４
・
１
％
増
）

◆
公
共
下
水
道
事
業

　
９
億
５
０
１
９
万
円（
微
減
）

◆
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業

　
２
２
５
２
万
円（
７
・
３
％
増
）

◆
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

　
２
７
１
万
円（
増
減
な
し
）

◆
光
熱
水
費
等
支
出

　
６
億
２
１
５
０
万
円（
３
・
９
％
増
）

◆
給
与
費
等
管
理

　
49
億
７
３
７
万
円（
１
・
８
％
減
）

◆
公
債
費
管
理

　
33
億
６
５
７
３
万
円（
０
・
６
％
減
）

企
業
会
計（
歳
出
の
み
）

◆
水
道
事
業

　
23
億
６
１
５
３
万
円（
10
・
２
％
増
）

◆
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

　
２
９
４
億
３
４
０
３
万
円（
41・１
％
減
）

一
般
会
計

▼  地方交付税 … 財政力に応じて国から交付されるお金

▼ 国庫支出金 … 国が使途を特定して交付する資金

▼ 県 支 出 金 … 県が使途を特定して交付する資金

▼ 市　　　債 … 建設事業などに充てるための借入金

　
人
件
費
と
扶
助
費
、
公
債
費

を
合
わ
せ
た
義
務
的
経
費
は
、

扶
助
費
の
増
に
よ
り
、
１
３
４

億
２
１
５
万
６
千
円（
前
年
度
比

０
・
６
％
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
物
件
費
は
、
鳴
門
市
給
食
セ

ン
タ
ー
運
営
費
の
増
な
ど
に
よ

り
、
35
億
３
３
６
３
万
６
千
円

（
前
年
度
比
７
・
８
％
増
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
補
助
費
等
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
金
推
進
事
業
費
の
増
な

ど
に
よ
り
、
９
億
６
４
６
３
万

７
千
円（
前
年
度
比
１
・
５
％
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
は
、
第
一
中
学

校
校
舎
改
築
事
業
や
図
書
館
耐

震
・
施
設
改
修
事
業
の
増
な
ど

に
よ
り
26
億
６
９
９
７
万
８
千

円（
前
年
度
比
45
・
３
％
増
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼  扶　助　費 … 生活保護費や子ども・高齢者・障がい者の支援に必要な費用

▼ 公　債　費 … 市債の返済に充てる元金と利子

▼ 義務的経費 … 人件費や借金返済など、必ず支払わなければならないお金

▼ 補 助 費 等 … 他の地方公共団体や民間に対して交付される現金的給付に係る経費

▼ 投資的経費 … 道路整備や施設建設、災害復旧などに使うお金

入
る
お
金

使
う
お
金

一
般
会
計

歳 

入

歳 

出

特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算

次
ペ
ー
ジ
か
ら
重
点
事
業
を
紹
介

▲

歳入総額
241億
7,000万円

歳出総額
241億
7,000万円

市税
72億2,100万円

（29.9%）

人件費
44億1,802万2千円

（18.3％）

災害復旧事業 1億円 （0.4％）

扶助費
59億5,289万5千円

（24.6％）

公債費
30億3,123万9千円

（12.6％）

物件費
35億3,363万6千円

（14.6％）

維持補修費
3億7,710万3千円 （1.6％）

繰出金
30億5,049万円

（12.6％）

普通建設事業
25億6,997万8千円

（10.6％）

地方交付税
40億7,000万円

（16.8％）

地方交付税
40億7,000万円

（16.8％）

国庫支出金
37億7,996万4千円

（15.7％）

国庫支出金
37億7,996万4千円

（15.7％）

県支出金
19億8,405万5千円

（8.2％）

県支出金
19億8,405万5千円

（8.2％）

市債
27億530万円
（11.2％）

市債
27億530万円
（11.2％）

その他依存財源
12億6,700万円

（5.2％）

その他依存財源
12億6,700万円

（5.2％）

分担金・負担金
2億791万7千円

（0.9％）
使用料・手数料
3億2,448万円

（1.3％）
繰入金
10億7,163万2千円

（4.4％）諸収入
9億3,205万5千円

（3.9％）

その他自主財源
3億8,459万7千円

（1.6％）

地方譲与税
2億2,200万円

 （0.9％）

自
主
財
源

依
存
財
源

42.0%

義
務
的
経
費

そ
の
他
経
費

投
資
的

経
費
投
資
的

経
費

55.5%33.5%

11.0%11.0%

58.0%

補助費等
9億6,463万7千円

（4.0％）

予備費 2,000万円 （0.1％）

積立金 1億5,200万円 
（0.6％）



6平成30年４月号

４項目の「まちづくり」がテーマ

平成30年度当初予算

重点事業
うきうき
活力と魅力あふれる
まちづくり

　本市を名実ともに四国の
玄関口とするために、四国
のグルメ、お祭りを集めた
イベント、イルミネーション
イベントの実施、CM制作・
放映、拠点施設整備の検討
を行います。

四国のゲートウェイ化推進事業 
…8,000万円

　サイクリングマップの制作
や鳴門、南あわじ間の自転
車輸送、CM制作などを実施
し、サイクリストの誘客を進
めます。また、まちづくりア
ドバイザーに2名の方を委嘱
し、防災や健康づくりなど
の分野で専門的見地から市
の施策にアドバイスをいただ
きます。

Ａ
ア サ

ＳＡサイクリングツーリズム推進事業
… 6,800万円

　同碑は、板東俘
ふ

虜
りょ

収容所
生活中に事故や病気により
命を落とした同胞を慰霊す
る碑として、約100年前の
1919年にドイツ兵捕虜によ
り建立されました。市では
貴重な文化遺産を保存し、
次世代に守り伝えるため、
風化が進む慰霊碑の保存修
復を行います。

「ドイツ兵の慰霊碑」保存修復事業
…215万円

　児童・生徒の勤労観の醸
成を目的として実施する起
業体験や地元企業見学、イ
ンターンシップなどを開催。
また、各学校との連携内容
をとりまとめ、企業紹介も
織り交ぜた冊子を発行し、 
児童・生徒などに配布します。

市内企業おしごと体験事業 … 50万円

☆

ウズウズ　ドキドキ

　ＪＡ徳島北、ＪＡ板野郡
の管内で、農業に関心のあ
る地域の住民を求人農家に
紹介し、人手不足の解消と
新たな担い手の発掘を図り
ます。

農作業無料職業紹介所運営協議会負担金
… 55万円

　徳島東部に位置する15市
町村および県内の民間事業
者が連携して、圏域におけ
る観光地域づくりを担う法
人である「ＤＭＯ」を設立
し、官民一体となった広域
での観光振興を進めます。

徳島東部地域ＤＭＯ広域観光推進事業
… 200万円　日本とドイツが戦争の壁

を乗り越え互いに尊重しあ
うという類いまれな歴史的
交流の活動記録について、
徳島県、ドイツ・ニーダー
ザクセン州、リューネブルク
市と共同でユネスコ 「世界
の記憶」への登録に向けた、
取り組みを進めます。

ユネスコ「世界の記憶」登録推進事業
 … 1,137万円

新

新

　1918年にベートーヴェン
「第九」交響曲がアジアで初
めて演奏されてから、100周
年となる年を迎え、その集
大成として初演の日である 
６月１日を中心に「第九」アジ
ア初演100周年記念事業を
盛大に開催します。

アジア初演「なると第九」ブランド化推進事業
… 5,097万円

新
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ずっと笑顔で

生きがい感じるまちづくり

　聴覚障がいを早期
に発 見し、 早 期 療 育
を図るために、新生児
聴覚スクリーニング検
査費用を公費負担し 
ます。

新生児聴覚検査助成事業 … 239万円

　子ども・子育て支援
新制度の計画的な推進
を図るため、「第２次子
ども・子育て支援事業
計画」の策定に向けて
子育て支援などに関す
るニーズ調査を実施し
ます。

第２次子ども・子育て支援事業計画策定事業
… 200万円

　気軽にプログラミン
グの仕組みを体験でき
る機会を児童などに提
供 し、「プ ロ グ ラ ミ ン
グ」に興味を持っても
らい、その後の学習を
通して「思考」を育み、
地域や日常生活などの
課題を自力で解決でき
る力を持った人材を育
成します。

ＩＣＴ活用教育推進事業 … 45万円

　保護者の「子育てと
仕事の両立」をこれま
で以上にサポートする
ため、私立保育施設の
保育環境の整備促進を
目的とした同補助金に
ついて、メニューの拡
充を行い、より一層の
保育環境の改善を図り
ます。

いきいき保育環境 なるっと補助金
… 1,775万円

　第一中学校の第３期
工事を実施するほか、
小学校10校の校舎お
よび中学校３校の校舎
などの非構造部材の耐
震化を行います。

学校施設の耐震化事業 … 14億841万円
※同3月補正予算額を含む。

　学校施設のトイレ
の環境改善を図るた
め、小学校３校の改修
工事、小中学校各１校
の改修設計を行いま
す。また、新たに幼稚
園空調設備整備事業を
開始し、今年度は保育
室などへの空調設備設
置に向けた設計を行い 
ます。

学校施設の大規模改修 … 1億5,473万円
※同3月補正予算額を含む。

　特別支援教室では、
個別指導を行うことが
多いことから、タブ
レット型コンピュータ
を各教室に配備し、特
別支援教育の充実を目
指します。

特別支援教育用タブレット整備事業
… 1,010万円

すくすく　のびのび

新

　公立保育所につい
て、新たに審議会を設
置し、有識者や関係団
体の方、子育て当事者
などから広くご意見を
お伺いし、今後のあり
方の検討を行います。

鳴門市公立保育所再編計画策定審議会の設置
… 21万円

新

新

新

特集　平成30年度当初予算成立
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しっかり 安心・快適

住み良いまちづくり

　大規模災害時に妊産
婦・乳児救護所に対す
る支援を充実するため、
運営に必要な分娩セッ
トなどを整備します。

　消防団詰所で耐震基準
を満たしていない建物を
対象に、耐震化を進め、
耐震基準を満たしている
消防団詰所については、
長寿命化および必要な修
繕を年次計画的に実施し 
ます。
　また、救急体制の充実
を図るため、高規格救 
急自動車を更新します。

災害時妊産婦乳児救護所資機材整備事業
… 35万円

　木造住宅耐震改修工
事に係る負担の軽減を
図るため、補助金額の
上限を80万円から110
万円に引き上げ、市民
への支援を手厚くする
ことで市内の木造住宅
の耐震化を促進します。
※13ページに関連記事。

木造住宅耐震化促進事業 … 1,650万円

　図書館の耐震化工事に
あわせ、来館者専用エレ
ベーターの新設、トイレ
のリニューアルや照明設
備の改善など図書館機能
の充実と、施設の多機能
化を図るための改修工事
を実施します。工事期間
中は仮設図書館を開設
し、業務を継続します。
※ 21ページに関連記事。

図書館耐震・施設改修事業 
… 3億930万円

消防機能強化事業 … 7,290万円

コツコツ　グングン

食　費  ［人件費］ 88万円   （90万円）
介護･育児･医療費  ［扶助費］ 119万円 （115万円）
生活費  ［物件費、補助費など］ 90万円   （85万円）
自宅の修理代

［維持補修費、災害復旧費］ 10万円   （10万円）
不動産の購入代

［普通建設事業費］ 51万円   （35万円）
子どもへの仕送り

［他会計への繰出金など］ 61万円   （61万円）
借入金の返済  ［公債費］ 61万円   （61万円）
貯　金  ［積立金］ ３万円   （２万円）
合　計 483万円 （459万円）

支 出

新

ものの、介護・育児・医療費（自立支援給付費や私立
保育所運営費など）や生活費（鳴門市給食センター運
営費など）などが伸びています。中でも不動産の購入
代（第一中学校校舎改築事業など）が大き
く増加しており、昨年度に引き続いて貯
金や借入金により支出を賄っている状況
であることが分かります。

家計簿で見る 平成30年度当初予算

　斎田・大津中央・堀江
公民館について、順次、
耐震化を進める計画とし
ており、昨年度実施した
斎田公民館に続き、大津
中央公民館の耐震改修工
事を行います。
　また、耐震基準を満た
している大型公民館につ
いても、リニューアル計
画に基づき、長寿命化や
利用者の快適性を高める
環境整備を行います。

公民館耐震化事業
及びリニューアル修繕事業 … 5,099万円
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ご本人
（登録者）

事前
登録
事前
登録

通知通知

おおきく躍動

みんなで創る まちづくり

　住民票の写しや戸籍
謄本などの証明書を本
人の代理人や第三者に
交付した場合に、事前
に登録されている方に
対して交付の事実を郵
送でお知らせし、不正
請求の抑止および不正
取得による個人の権利
の侵害を防止します。

　今年度の目標額を約３億
円とし、受付のポータルサ
イトを増やすとともに、記念
品のさらなる拡充に努めま
す。また、ガバメントクラウ
ドファンディングによる使途
を明確化した寄附の募集も
実施します。

　市が所有する集会所や公
民館などの公共施設の現
状、今後の管理方針を示す
個別施設計画の策定に向け
て、施設コストの算定や分
析を行います。

　基本計画の策定に当
たり、学識経験者など
の専門的見地から意見
を仰ぐため、外部有識
者による会議を設置し
ます。また、施設の現
状調査業務にも着手
し、建物を使う人に合
わせる「利用者起点」の
空間づくりを念頭に、
庁舎が抱える課題への
対応策について分析・
整理を行います。

　マイナンバーカードを
利用して、住民票など
の証明書をコンビニエ
ンスストアで受け取るこ
とができる「コンビニ証
明書交付サービス」を
導入し、市民サービス
の向上を図ります。

事前登録型本人通知制度導入事業 
… 450万円

ふるさと納税寄附金等推進事業 
… １億5,200万円

公共施設等総合管理の検討 … 171万円市役所本庁舎整備事業 … 824万円

コンビニ証明書交付サービス
… 4,802万円

きらきら　わくわく

平成30年度一般会計当初予算を５千分の１に換算
して表記しています。※（ ）内は前年度の額。

給　料  ［市税、地方譲与税］ 149万円 （149万円）
親からの仕送り  

［国・県支出金、地方交付税など］ 222万円 （216万円）
家業収入  ［使用料･手数料など］ 11万円   （11万円）
家賃収入  

［財産収入、貸付金収入など］ 26万円   （21万円）
貯金の取り崩しなど  ［繰入金］ 21万円   （18万円）
借入金  ［市債］ 54万円   （44万円）
合　計 483万円 （459万円）

収 入

特集　平成30年度当初予算成立

　平成30年度の本市の予算を家計に置き換えてみま
した。すると、家計の総額は昨年度より24万円アッ
プの483万円になります。給料は同額、借入金は不動
産の購入代の増に伴って増額となっています。
　また、収入総額のうち、大部分を親からの仕送り
が占めていることが見て取れます。
　支出を見ると、食費を切り詰めて２万円減らした

家計簿で見る 平成30年度当初予算

新

新


